
 

 

 

エムティーアイ、独自の女性社員向け福利厚生制度 
『ルナルナ オンライン診療』を活用した婦人科受診と低用量ピル服薬支援を開始！ 

～働く女性の 8 割以上が生理痛や PMS などの影響を感じている～ 
 
株式会社エムティーアイ（以下、「当社」）は、生理痛や月経前症候群（以下、「PMS」）などの症状に悩む女性社

員を対象に、新たな福利厚生制度「オンライン診療を活用した婦人科受診と低用量ピル服薬の支援プログラム」※1

を、2020 年 2 月より開始します。 

本プログラムでは診療から薬の処方までを、女性の健康情報サービス『ルナルナ』と当社グループ会社である株

式会社カラダメディカ※2 が提供する、産婦人科向けオンライン診療システム『ルナルナ オンライン診療』※3 にて行い

ます。オンライン診療を活用することで、生理痛や PMS などの症状に対して気軽に婦人科に相談できる環境づくり

と通院にかかる負担の軽減を図るとともに、女性特有の症状による健康課題を改善し、より働きやすい職場づくりを

目指します。 

また本プログラムの開始に伴い、全社員向けに産婦人科医による「女性のカラダの知識講座」を実施し、女性だ

けでなく男性社員の理解と意識向上を促します。 

◆新たな支援制度により女性特有の不調への社内理解向上を促し、男女ともにより働きやすい職場へ！ 

経済産業省の調査※4 によると、女性従業員の約 5 割が女性特有の健康課題などにより職場で困った経験がある

と回答しており、その多くが生理痛や PMS によるものです。また、当社が昨年実施した全社員向けの健康意識調査
※5 でも、生理痛などの月経前後に起こる不調に悩まされている女性社員が、約 8 割いることが分かりました。 

このような背景を受け当社では、「オンライン診療を活用した婦人科受診と低用量ピル服薬の支援プログラム」を開

始します。本プログラムでは、オンライン診療を活用し女性特有の症状を気軽に婦人科に相談できる環境づくりや、診

療や低用量ピルの服薬が必要な場合の費用などを会社が負担し、経済的負担を軽減するだけでなく、通院にかかる

移動や待ち時間を削減でき、仕事を休まずに受診が可能となります。これにより、婦人科の受診や低用量ピルの服

用を無理なく安心して継続できるようサポートを行い、女性社員が自身のカラダの管理とコントロールを行えるように

支援することで、女性特有の症状における健康課題を改善し、より働きやすい職場づくりを目指します。まずは、本年

2 月より希望する女性社員協力のもと半年間の実証を実施し、その結果をもとに本格的に運用開始予定です。 

また、本プログラムの開始にあたり、東京大学医学部附属病院 産婦人科 准教授 甲賀かをり先生による「女性

のカラダの知識講座」を全社員向けに実施し、男性社員も含め社内全体で生理痛や PMSなどの症状に対する理解

と意識を向上させることで、男女ともにより働きやすい職場の環境づくりを推進します。 
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【オンライン診療を活用した低用量ピルの服薬支援プログラムの利用方法】 

①女性社員が会社へ利用申込み  
※申込に関する情報は本プログラムに関わる当社の担当者とカラダメディカが本プログラム運営のためにのみ閲覧します。 

利用する女性社員の上司や他部署などに開示されることはありません。 

②初診（提携医療機関へ来院して対面で診療） 

③スマートフォンから再診予約 

④オンラインで再診、カラダの不調や悩みがある場合は医師に相談が可能 

⑤費用の決済 

⑥低用量ピルの処方がある場合は自宅へ配送、 

低用量ピルの服用後は『ルナルナ』のピルモードで服薬管理が可能 

⑦女性社員が会社にて費用を経費精算 
 
＜提携医療機関＞ 

 ・新宿駅前さくらレディースクリニック（東京都新宿区、院長 田邉 良介：https://www.shinjuku-sakura.jp/ ） 
 

◆8 割以上の女性が生理痛や PMS による仕事への影響を感じているにもかかわらず、職場での相談は難しく 

本プログラムの開始に伴い、『ルナルナ』ユーザーにも「生理痛や PMS

の仕事への影響とピルの服薬に関するアンケート」※6 を実施しました。 

生理痛や PMS などの症状が「いつもある」「たまにある」と回答した人は

91.4％と、ほとんどの女性が何らかの不調を感じていることが分かりまし

た。また、そのような症状が仕事に影響があると感じている人は 86.6％お

り、具体的には、「仕事へのモチベーションが上がらない」「仕事に集中が

できない」「業務効率が普段より低下する」「仕事中に眠くなる」など、仕事

のパフォーマンスが下がる可能性がある意見が多くあげられました。 

また、「生理痛や PMS などの症状がひどい場合、職場に相談すること

ができるか」と質問したところ、「できる」と回答した人が 29.7％で、「できな

い」40.8％、「わからない」29.5％を合わせると 7 割以上の人が相談できな

い、わからないと感じているようです。その理由としては「上司に相談しづらいから」39.4％が最も多く、次いで「相談

しても解決しないと思うから」38.2％と、女性特有の症状に対する職場の理解に不安を感じている人が多いことが分

かります。 

このように多くの女性が生理痛や PMS などの症状を抱えているにもかかわらず、それらの症状を和らげる効果

のあるピルを現在服用している人は 12.2％でした。現在、ピルを服用中の人は「生理痛が軽減した」50.4％、「PMS

が改善した」37.3％などのメリットを実感している一方で、デメリットとして最も多くあげられたのは、「医療機関を定

期的に受診するのが面倒・手間」55.1％、次いで「価格が高い」44.4％でした。この結果は過去にピルを服用した経 

験がある人からも多くあがった理由となり、継続して服薬するためのハードルとなっていることが分かります。 

（アンケートの詳細は、別紙「参考資料」にてご確認いただけます。） 
 
今後も当社では、従業員の健康維持・増進を重要な経営課題とし、従業員自らが心身ともに健康で働きやすい職

場づくりに注力していきます。 
 
※1：「オンライン診療を活用した婦人科受診と低用量ピル服薬の支援プログラム」とは、オンライン診療を活用し、婦人科受診を促し診

療にかかる費用と、ピル服薬が必要な場合はその費用を会社が負担する福利厚生制度です。初診は医療機関に来院して対面で

の診療を受け、それ以降は適宜スマートフォンにて診療を受けられます。低用量ピルの処方がある場合は自宅に配送されます。 

※2：株式会社カラダメディカは、当社と株式会社メディパルホールディングスの合弁会社です。 

※3：『ルナルナ オンライン診療』についてはこちら  

＜医療施設向け＞https://lp.telemedicine.lnln.jp/ ＜一般の方向け＞https://lp.telemedicine.lnln.jp/p.html  

※4：経済産業省におけるヘルスケア産業政策について：https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/  

※5：エムティーアイによる「第 3 回健康意識調査」 調査実施期間：令和元年 7 月 25 日（木）～8 月 19 日（月） 調査対象：女性社員 184 名 

※6：『ルナルナ』による、生理痛や PMS の仕事への影響とピルの服薬に関するアンケート 

   調査実施期間：令和 2 年 1 月 10 日（金）～14 日（火） 調査対象：10～50 代以上の働く女性 2,094 名 
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［別紙 1］ 

≪参考資料≫ 
『ルナルナ』による、生理痛や PMS の仕事への影響とピルの服薬に関するアンケート 
調査実施期間：令和 2 年 1 月 10 日（金）～14 日（火） 調査対象：10～50 代以上の働く女性 2,094 名 
 

 

Q．生理についてお聞きします。あなたには普段、生理痛や PMS（月経 

前症候群）などの月経前後に起こる不調の症状がありますか。ピル 

を服用している方は、ピルを服用していなかった場合の症状を教え 

てください。※PMS（月経前症候群）とは、生理前に起こる気持ちやカラダの 

さまざまな不調のことです。  
普段から生理痛や PMS などの症状があるか聞いたところ、「いつも

ある」63.6％、「たまにある」27.8％を合わせると、9 割以上の女性が

何らかの不調を感じていることが分かります。 

 

 

Q．生理痛がある場合、どの程度の痛みですか。 

ピルを服用している方は、ピルを服用していなかった場合の症状を教えてください。    
続いて、生理痛がある場合の痛みの程度を

聞いたところ、最も多かった回答が「鎮痛剤を

何度か飲めばおさまる」で 30.9％、次いで「鎮

痛剤を一度飲めばおさまる」で 24.6％でした。

しかし、「毎回日常生活に支障をきたす（鎮痛

剤も効かない）」4.4％、「日常生活に支障をき

たすことがある（鎮痛剤も効かない）」10.7％と、

重い生理痛に悩まされている女性が 2 割弱い

ることも分かりました。 

 

 

Q．生理痛以外で、月経前後に起こる症状で悩んでいるものがあれば、当てはまるものを全て教えてください。 

ピルを服用している方は、ピルを服用していなかった場合の症状を教えてください。（複数回答） 

 

 また、生理痛以外の月経前後に起こる症状

で悩んでいるものについて聞いたところ、「特

にない」と回答した人はわずか 2.7％しかしか

おらず、最も多くあがった症状は「気持ちが不

安定になる」63.4％で、「眠気」61.9％、「腰

痛」54.3％、「頭痛」54.1％と続きます。また、

自由回答にも「便秘・下痢」や「胸の張り・痛

み」、「食欲増進」などの声も多く上がっており、

人によって様々な不調に悩まされている様子

がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［別紙 2］ 

Q. 生理痛や PMS（月経前症候群）など月経前後の症状は、仕事に影響があると感じますか。 

生理痛や PMS などの症状が、仕事に影響があると感じますかと聞いたところ、「とても感じる」37.2％、「少し感じ

る」49.5％を合わせると、8 割以上の人が仕事に対して影響があると感じているようです。 

「とても感じる」「少し感じる」と答えた人に、具体的に起こる症状について聞いたころ、最も多かった回答が「仕事

に集中ができない」55.6％、次いで「仕事へのモチベーションが上がらない」53.0％、「業務効率が普段より低下す

る」49.8％、「仕事中に眠くなる」47.8％となり、仕事のパフォーマンスが下がる可能性がある意見が多くあげられま

した。 

 
 
Q. 生理痛や PMS（月経前症候群）など月経前後の症状がひどい場合、職場で相談することはできますか。 

では、生理痛や PMS などの症状がひどい場合、職場に相談は可能なのでしょうか。「できる」と回答した人は

29.7％、「できない」は 40.8％、「わからない」は 29.5％でした。 

「できない」「わからない」と答えた人にその理由を聞いてみたところ、「上司に相談しづらいから」39.4％が最も多く、

「相談しても解決しないと思うから」38.2％、「迷惑をかけたくないから」32.5％、「生理痛や PMS などの不調の辛さを

理解してもらえなさそうだから」25.4％と続きます。また自由回答には、「上司や同僚が男性だから」といった声が目

立ちました。なかには「実際に相談したが解決しなかった」、「相談したことで注意を受けた」などもあり、女性特有の

症状に対する職場の環境や理解不足に不安を感じている人が多いことが分かります。 

 

 

 

 



 

 

［別紙 3］ 

Q. 重い生理痛（月経困難症）の軽減や、PMS（月経前症候群）などの月経前後の不調を和らげるためにピルの 

服用が効果的と言われていますが、ピルを服用したことはありますか。 
多くの女性が生理痛や PMS などの症状に悩まされていますが、それらを和らげる効果のあるピルの服用経験に

ついて聞いてみたところ、「現在、服用中」の人は 12.2％で、「服用したことはない」と答えた人が 67.0％でした。 

現在ピルを服用している女性は、「生理痛が軽減した」50.4％、「PMS が改善した」37.3％などのメリットを実感して

いる一方で、継続服用する上でのデメリットとして最も多くあげられたのは、「医療機関を定期的に受診するのが面

倒・手間」55.1％、次いで「価格が高い」44.4％でした。この結果は過去にピルを服用した経験がある人が、現在服用

してない理由としても多くあがり、継続して服薬するためのハードルとなっていることが分かります。 

  
Q. オンライン診療を利用した、ピルの服薬を支援する社内制

度があった場合、利用したいと思いますか。 

※ピルの服薬を支援する社内制度とは、オンライン診療を利用しピル服

薬支援と、その費用を会社がサポートする制度の事です。 

今回、当社で導入される「オンライン診療を活用した低用量

ピルの服薬支援プログラム」と同様の社内制度があった場合、

利用を希望するかを聞いたところ「利用したい」41.2％、「利用

したくない」18.4％、「どちらともいえない」40.5％でした。利用し

たい理由については、経済的負担の軽減やオンライン診療の

手軽さが多くあがりましたが、それと同様に、会社で制度として

取り入れられることで、生理痛やPMSなどの理解を得られると

いう安心感があるといった声も多く寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



［別紙 4］ 

 
Q. 生理痛をはじめとする女性特有の疾患に対して、会社でどのようなサポート制度があれば、 

より女性が働きやすくなると思いますか。ご意見をお聞かせください。（自由回答） 

最後に、会社でどのようなサポート制度があれば、より女性が働きやすくなるかについて、意見を聞きました。 

生理休暇をきちんと取得できる社内の環境づくりや、男性だけでなく生理痛が軽い女性への理解向上、ピルの保

険適用を望む声など、多くの意見が寄せられましたのでその一部を紹介します。 

 


